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【要 旨】

　本稿 は，幼児教育における相互行為を分析する視点 ・
枠組み を検討する こ と

を目的とする 。

　幼児教育は．家庭での初期的社会化の段階と学校教育段階の 問に位置 し，両者

と密接に関連 して いる 。 幼稚園で の教育は，集団を媒介に した指導が軸 とな っ て

お り，学校にお ける社会化に先行する雛形が観察される 。

　幼児をその相互行為の様式と して観察
一分析しよ うとするさい，注目されるの

は種々の 非対称ル ールであ る 。 幼児
一

大人間で や りと りさ れる問いかけ一
応答，

人称一呼称のあ り方など，い くつ かの局 面で非対称ルールは見出される が，それ

らを介 して 大人と子どもの相互行為が構成され ，社会化場面が立ち上が っ てい く 。

　遊びや指導場面では，子どもの 集団におい て も非対称な関係があ り，集団活動

へ の参与資格にかかわる非対称ル
ー

ルは ，集団あるい は社会が成立 し，存続する

ために不可欠の 契機 となる 。 幼児教育とはその意味で ，非対称ルールを手がかり

に対称ル ールの習得 を 目指す．子 ども へ の働きかけといえ る 。

　社会化は ，集団を構成す る ことと参与者が構成員となる こ とを相即的に成就さ

せ る過程 を示す 。 本稿で は，具体的な相互行為場面をそうした過程が進行 して い

る場 と して 観察 し，分析 する視点 ・枠組 みを準備する 。

　キー ワー ド ：幼児教育，社会化，非対称ル ール

静 岡大学
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1 ． は じめに

　筆者 は こ れ まで
， 子 ど もの 社会化過程 に継続的 な関心 を持 っ て きたが ， 幼児教育

の あ り方 を社会化論 の 視点か ら検討する とい う課題 を与 え られ ， あ らた め て それ に

向かおう とす る と，
い くつ か の 基本的な点で準備不足 を感 じる 。 「幼児 （子 ど も）」

も 「社会化」も研究課題 と して 十分過 ぎる ほ ど難題で
，

こ れまで 行 っ て きた こ と と

い えば
， 「社 会化研 究 におい て 会話 デ ー タは 使用可 能か」を問い ，そ の 作業の なか

で 「〈子 ども〉が 会話系列にお い て どの よ うに観察され る か」「幼児 がかか わ る相互

行為に特有の 様式 は存在す るか」 と い っ た問題 を端緒 的に検討 した に過 ぎない
。 社

会化 を どの よ うに と らえるの か ，
ど う分析すべ きかを主題 と して検討す る こ とはほ

とん ど して こ なか っ た 。

　た だ
， 「子 ど も （幼児）」 と 「社会化」 とい う研究課題の 組み合 わせ が ， 困難 さを

相乗させ る だけか とい えば，必ずし もそ うで は ない とい う気 もす る 。 両者はあ るい

は双対 的な 関係 に あ り， ある種の 「社会化」形式が 向けられ
， 相互行為 へ と織 り込

まれ る と同時に／そ の 都度 ， 社会 をともに構成す る存在が 「子 ども」で あ り， また

「子 ど も」が か か わる相 互行 為形式すべ てが 「社会化」で あるか もしれ ない か らで

あ る 。 その 場 合は しか し， 〈子 ど も〉と い う現れ と社会化 とい う現象を，〈対〉と し

て 分析す る視 点を準備す る こ とが 必要 となる だろ う。

　本稿 で は
， 白らの こ れ まで の 作業 をた ど り， 幼稚園 における エ ス ノ グラ フ ィ など

関連する研究の 視 点 ・素材 を借 りなが ら， 幼児教育にお ける相互 行為の分析視点 を

準備 して い こ うと思 う。 そ の作業 は ， 筆者 自身に と っ て は 「子 ど も と社会化」をめ

ぐる問題 の 予備的検討 となる だ ろ うし， 作業を通 して社会化 とい うもの の 見方の 再

検討が行 わ れ る こ とに なるか も しれ ない
。

2 ． 初 期的社 会化 と 「学校 的社 会化」の 間

　幼稚 園 ・保 育所 な ど幼児教 育の 場 は人 間形成 に 重要な影響 を与 える が， ど うい う

場で教育 を受けた か とい うこ とよ り， そ こで の 教育の され 方 ， 具体 的な相互行 為の

あ り方が 重 要で ，そ の 後の行 動様式 を も大 きく左右す る と考 えられ る 。

　筆者 は その こ とを ， 幼児期か ら学童期 の 初期 を海外で 過 ご した 自らの 子 ど もを観

察す るな か で強 く感 じさせ られ た 。 彼 は， H 本で 保育所
・幼稚 園を経験する こ とな

く 3 歳
一一　6 歳 を英 国で 過 ご した 。 渡 英 後 は プ レ イ グル ープに入 り， 5歳か らは 現地

の 初 等学校 に入学 し， ユ年余 りの 学校生活 を送 っ た 。 帰国後 は公立小学校 に新 1 年
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生 と して 入学 した が ， 椅子 に座 り， 自分の 机を離れず ， 先生の 話を静か に聞 くこ と

が なか なかで きず ， 他の 児童 と同様の 行動 を取れる よ うになる まで 1年近 くかか っ

た 。 他の 新 1年生 は小学校生活へ の と まどい を感 じさせ つ つ
， 入学時すで にある程

度の 行動様式 を確立で きてい る よ うに見 えた 。 推測す るに それ は
， 保 育所や幼稚園

で の 教育とそ こ で の 経験が 寄与 して い るの だろ う。

　北澤 らは ， 小学校に お い て 子 どもが 特定の 行動様式 を身に つ けて ， 〈児童〉 とな

る過程 を 「学校的社会化」 と呼び
， 「挙手一 指名」「質問

一応答」な どに注 目 しなが

ら実証的な研究 を進 め て い る が帆 そこ で対 象化 された相互 行為様式の 多 くは，お

そ ら く小学校以前 に求め られ ， あ る程度習得 されて い るの で はない か と想定 される 。

　幼児教育は時期的に ， 家庭で の 初期的社会化の 段階と， 学校教育段階の 問に位置

する 。 家庭 で の初期的社 会化 にお い て言語や基本的 な生 活習慣 を身に つ け，近所 の

仲 間集 団で 過 ご した だけで は小学校生活 にス ム
ーズ に入れない とした ら， で は保育

所 や幼稚 園な ど幼児教育の 場で は どの よ うな社会化 が行われ て い るの か 。

　教 育場面の 具体的な観察 ・分析 に引 きつ けて ，
こ の こ とを考えて み よ う。 メ ハ ン

は ， 小学校の 授業分析にお い て 次の ような観察
一

記述 を して い る
（2）

。

断片 1

01T ：Can　somebody 　else　find　it　again ？

02S （Many ）；（raise　hands）

03T ：Uh ，　Sabrina．

04S ： （points）

05T ：Where 　else？Edward ，
　uh ，　Everett　found　this　word 　that　matches 　that，

06　：where 　else　do　you 　see 　that　word ？

07S ：（searches 　board）

08T　：　Who 　can 　help　Sabrina？

09S （Many ）：（raise 　hands）

10T ：Uh，　okay ，　Edward ，　come 　on ．

11E ；（points）

12T ：Is　that　the　same ？Put　it　undernea 止．　Does　it　match ？

13S （Many）：Yeah．

14T ：All　right ．
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　こ こ で は，教 師に よ る 開始 （lnitiation）， 児 童 に よ る応答 （Reply）， 教 師に よ る

評 価 （Eva正uation）の 連 な りで あ る IRE 連鎖 （こ の 系列 で は 「不 十分 な 回答」や

「応答の 促進」等が 入 っ た拡張 IRE ）や 一斉発話／挙 手 な ど
， 授 業場面に特徴的 だ

と され る 相互 行為様式が 観察一
記 述 さ れて い る 。 こ の 時 ， 教師と児童が IRE 連鎖

や
一

斉発話 を協働 で 達成 して い る とい うこ と も社会化の 成果で あろ うが， そうした

パ ター ンが 観察で きる とい うこ と自体に注 目 しよ う。

　複数の 予ど もが参与する場面で
， た とえば IRE連鎖や

一
斉発話 とい う相互 行為

様式が観察 される た め に は， そ もそ もどん な条件が必要だろ うか 。 端的 に い えば
，

そ こで は次の 条件が満た され て い る は ずで ある 。   私 語や教師に よる 指示 の ない 発

話が さ れ て お らず，個 々 の 参与者 の 発話や挙 手な どの 行為 が観察 で きる こ と，  

個 々 の 発話／行為 が前後す る発話／行為 と （タイ ミ ン グ と して も， 指示 し一指示さ

れる行為者 の 受け渡 しにお い て も）つ なが りを もっ て 生起 して い る こ と。

　多 くの 子 ど もが そ の 場 に い る に もかかわ らず ， 集団 として 上記 の 条件を満たす よ

うふ る ま っ て い る とすれば
， そ の こ と自体が 学校的社会化を指 し示 して い る 。    

は
， ある年齢 になれ ば自動的 に達成され る状態で は もちろ ん ない 。 幼児に は容易で

ない 課題 だ し， 小 学生 で も休 み 時間や放課後 で はみ られない 状態で あ る．
J 学校 的社

会化 とはそ の 意味で ， 時間割 や場所 に応 じて行為様式 を切 り替える こ とを含 む社会

化 の あ り方で あ る と い える 。

　幼稚園 に は， この 学校的社会化の 過程が 存在す るの で はな い か 。 具体的な相互行

為場面 にお い て
， そ れが 跡づ け られ るか を確認 した い と思 う。

3 ． 幼児教育に お ける指導場面 の様 態

　幼稚 園における 具体的 な教 育場面 におい て ， どの よ うな相互 行為が 行わ れ て い る

か ， 幼稚園生活 を形成 し維持する 仕組み は どの よ うなもの か を， 詳細 に記 述 ・分析

した成 果 と して
， 結城 に よる優 れ た エ ス ノ グ ラ フ ィ が あ る

 
。 決め られ た座席 へ の

着席，教室の 前 に立 っ た先生 の 指示 ・説明 ， そ れ に 従 っ た子 ど もた ち の整然 と した

行動　　学校段階 を問わずみ られ る こ うしたあた りまえの 風景が ど の ように 成立 し

て い くか と い う結城の 問題 意識 は，北澤 らの 「学校的社会化」 とい う課題 意 識 と重

な り合 っ て い る 。 下記 は エ ス ノ グ ラ フ ィ 冒頭 に あげ られ た ， S 幼稚 園に お け る 「お

は じま り」の 時間の 様子 で ある
（4）

。

断片 2
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01T ： はい
， み な さん は ， もう， うめ ぐみ さん にな っ たんで す よね。

02　　お胸 に は とて もきれ い な ピン クの なふ だが つ い て い る で し ょ 。

03　 さあ ， ねん ちゅ うさん ら しく， じょ うず な朝の ご あい さつ をい た しましょ う。

04　 ＜ピア ノ 1和音 1 回 ［ジ ャ ン＞

05C ・　　　　　　　　 ［（起立）［話 を して い る子 どもた ちが 数人い る］

06T 二 あ ら ？　 お耳の きこ えな い 方た ちが い ら っ しゃ い ますね …
。

07　　くまグル
ープ さん は ， ちゅ うりっ ぷ さん に もどりますか ？　 お くちは… ？

08C ： ［
一

斉 に］ チ ャ ッ ク 1 （指で チ ャ ッ ク を しめ るふ り）

09T ： そ うで すね 。 うめ ぐみ さん に は
， もう， お まめの おぼ っ ちゃ ん は い な くな り

10　
°
ま した 。 うめ ぐみ さん ら し くな りま した よ 。 さあ ， 元気 よ く I

l1　　〈ピア ノ ；和音 3 回 ［ジャ ン ［ジ ャ
ー ン ［ジ ャ

ー ン ＞

12C ；　　　　　　　　 ［（起立 ）匚（礼）　　 ［（起立）　 お は よう一ご ざい ます 1

13T ： 〈ピア ノ ニ不 協和音 1 回 ［ジ ャ ン＞

14C
’
　　　　　　　　　　 ［（着席）

3．1． 指示 と応答の 組織化

　この 場面 は幼稚 園で観察 されたや りと りを象徴 的に示すエ ピソ
ー ドで あるが ， そ

こ に は学校 的社会化 の 雛形が明確に表れ て い る よ うに感 じられ る 。

　保育者の 指示 と園児の 応答の 組織化に注 目 しよう。 口 調や 表現が 違うた め印象は

異 な るが ， 断片 1 と同様 ， 断片 2 にお い て もメ ハ ン の い う工RE 連鎖が観察 され ，

い ずれ も不十分 な応答，否定的評価，応答 の 促進 な どが 入 り組ん だ拡 張 IRE とな

っ て い る 。 「ごあ い さつ 」は幼稚 園の風 景 を構成す る 基本 的な相 互行為様式で ある

が ， 幼稚 園 2年 目で あ っ て も幼児 に とっ て は簡単で は な く， 保育者 は誘導 した り激

励 した りしなが らそ の 達成 を支援する 。

　課題の 難易度 ・達成度は異な るか もしれ な い が
， 相互行為の 組織化におい て 断片

1 と断片 2 の 間に 根本的な違い は見 られ ない
。 メ ハ ン の 指摘の 通 り， 教育場面 に偏

在 し， 授業を構成 す る特有 の相 互 行為系 列が IRE 連鎖で あ る な らば
， 幼稚 園 の 多

くの 場面 も，その 相互行為の 様態 におい て教育場面であ り， 授業の 過程 と して 構成

されて い る とい える 。

　断片 2 は また，

…
斉指導にお い て 園児の 応答や行為 を同期 させ る仕掛 けを見やす

い か た ちで 示 して い る 。 保育者 の 弾 くピア ノ は ， 「ご あい さつ 」 （起立一
礼

一
起立一

発声一
着席）の 同期 を支援 して お り， 和音 ・弾 き方で 子 ど もた ち の 応答 に 対する 評
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価 と して も使 われ る 。 「ご あい さつ 」は
，

が や が や とた だ集まっ て い る とい う状態

と指導場 面 とを転換 させ る契機で ある が
， 保育者が 弾 くピア ノ は幼児に 場面の移行

を意識 させ る機能も持 っ て い る 。 これ らの こ とを言葉に よる指導 と同時に で きる こ

とが
， 幼 児教育 におい て お うた以外に もピア ノ や オル ガ ン が頻繁 に使用 され る理 由

なの だろ う。

3．2． 集団を介 した指 導

　結城 に よれば
， 幼稚園で はそ の 最初期 か ら ， 学年，学級，性別 ある い は活動別グ

ル
ープ など様 々 な集 団単位 が編成され ， 子 ど もた ちを帰属 させ

， 「目にみ える集 団」

「目に見えな い 集団」を媒介 に して 子 ど もた ちを位 置づ け， 評価 し， 働 きか ける 。

小学校の 授業で の あた りま えの 風景は
， 幼稚園で は あた りまえで は ない

。
こ の 場面

に 見 られ る ような集 団へ の
， また集 団 を通 した働 きか けを くりか えす こ とに よ っ て

「風景」 は形作 られ て い く。

　こ の ご く短い 断片に お い て も 「うめ ぐみ さん」「ね ん ちゅ うさん」「くまグ ル ープ

さん 」「ち ゅ う りっ ぷ さん 」「お耳 の 聞こ えない 方た ち」な ど様 々 な集団名を用 い な

が ら，子 ど もた ちに呼びか け， 働 きか けて い る 。 幼稚 園
・保育所で は，家庭，仲 間

集団 ， 小学校 な ど他 の どの 場面 ・領域 に もま して 集団呼称が多用 されて い る とい え

る 。 そ こ にお い て 集団は ， 所属／帰属先で あ り，働 きか けの 単位で あ り， 行動の 準

拠枠で あ り，評価の 参照枠で あ る 。 幼稚園で 何 らかの 特微 的な社会化が行 われ る と

すれ ば
， 集 団を媒介 に した もの で あ る と考 え られ る 。 幼稚園で の 社会化過程を観

察 ・分析す るた め に は ， 集団編成だ けで な く， 具体的な相互行為場面で 選択 され運

用 され る集 団カテ ゴ リーに も注 目する必要が ある 。

　幼児教育に お ける集団の 役割 に つ い て は多 くの 研究者が注 目して きたが ， 結城 の

エ ス ノ グ ラ フ ィ が 創造的 で あ る の は， 「目に 見 え る 集 団」だ けで な く 「目に 見えな

い 集団」 （活 動単位 と して 可 視化 され ない 集団） を幼稚 園 の 活動 の 中 に見 出 し ， 鍵

概念 と して 分析 を進 め た こ とに ある 。 目に見える 集団 は子 ど もた ちに対す る指導で

重要 な媒介 とな るが ，指導の 中で それ と して 可視化 され な い 集団 も， 場合 に よ っ て

は 目に見 える集団以上 に指導上 の 効果 を発揮す る 。 要求 された行動が きち ん とで き

な い 子 ど もに対 して 「お 耳の 聞 こ えな い 方 た ち」 「お まめ さん」等 の 呼称が され る

が
， 幼児 を個別 に カテ ゴ リ

ー
化 し， 別集 団と して 可視化 して い る わ けで は ない

。 こ

れ らは匿名的 に運 用 され，「目に は見 え ない が 処遇は 受け る 集団」 と して 指導の 媒

介 とな っ て い る の で あ る 。
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4 ． 幼児教育場面に お ける非対称性

　筆者が幼児教育場面を研究対象 と した の は
， 山村 らの 調査研究に参加 した 時だ っ

た
｛5 ）

。 こ の 調査研究 は ， 家庭 お よび Y 幼稚 園に ビデ オ カ メ ラ を持 ち込み ， 子 ど もの

テ レ ビ視聴の 様態を明 らか に し ようする もの だ っ た 。 しか し，子 ど もがか かわ る場

面を眺め ， そ こ で 展開す る相互行為を くりか え し観察する うち ， 筆者の 関心 は次第

に 厂子 ど もは い か に観察 され るの か」「子 ど も一
大 人 の 相互行為に特有の 形式は あ

るの か 」とい う問題 へ と向か っ た 。 相互 行為の 様式 と して く子 ど も〉を観察
一

分析

しよ うとす る こ とに よ っ て ， 働 きか けの 意味や社会化の あ り方 を ， 別の 深度 で明 ら

か にで きる の で は ない か と考えたか らで ある 。

　そ こで ， （子 ど も〉をそ の 相互 行為の 様態にお い て 同定するた め ， カ テ ゴ リー置

換操作 を導入 した 。 会話 の トラ ンス ク リプ トにおける カテ ゴ リ
ーを置換 し， 行為者

表記を入れ替えた
“
デー ダ を観察 し， 違和感の ある系列 を対象化 し， それが 観察

者 の どの よ うな観察
一

分析手続 きに よ っ て もた らされ もの か を自己記述的 に構成す

る もの で ある 。 以下 で は ， テ レ ビ視聴調査で の 課題 を受けた 自らの 研究をなぞ りな

が ら， 幼児教育場面 における 非対称性 ， 幼児に対 して 適用 され る非対称ル
ー

ル に つ

い て 素描する
（6｝

。

4．1． A −Q −A 系列

　パ ター ン の
一

つ は ， 遊び に熱中する幼児に対す る大人の 問い か けや ， 子 ど もと保

育者が テ レ ビ を一
緒 に 見て い る 次の ような場面に 現れ る 。

断片 3
〔7〕

01C ：
…シ ュ シ ュ ポ ッ ポ 　コ ッ テネ　シ ュ シ ュ ポ ッ ポ ネ 　コ ン ド 　コ コ ン トコ

02T ；なに つ くっ て るの ？

03C ： シ ュ シ ェ ポ ッ ポ 　コ ッ テ ネ 　ア ノ　チ ョ ッ ト　 コ ッ チ ハ

断片 4

01C ： ［
一斉に ］ポ ン キ ッ キ だ一

【

02C ： ポ ン キ ッ キ だ一／ 見た 一／見た一／見た よ，そ ん なの ，ポ ン キ ッ キ

03C ：ず 一
っ と見て る よ／見 た よ／ 見て る よ一

〇4C ；［TV 画面 を指 さ して ］ガチ ャ ピン だ よ 一／ガ チ ャ ピ ン
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05C ： うる さい よ一／ そ うだ よ

06C ：匚他の 子 どもに向き直 っ て ］他 は しゃ べ ん な くて い い よ一

〔〕7T ： これ な一に ？

08Cl ［
一

斉 にコ ポ ンキ ッ キ ー ！

09T ニポン キ ッ キ ， そ うか 　い つ も見 て る 人
一

lGC　： ［一斉に ］　壱ま一
し、

11T ： もしか した ら前 に 見た こ とある の か もしん ない ね

12C ．匚
…

斉 に］見 た こ とあ る一

　こ れ らの 断片 に はあ る種の 非対称性が あ り， 「大人」「幼児」の 話者 カ テ ゴ リー を

置換す る と，口 調
・
表現 ・表記 を整 えて も，子 ど も

…
大人間の 会話／ 相互行為 と し

て 成立不可能 な印象 を与 える 。 断片 3−−02， 断片 4− 07， 09， 11の 問い かけは
， 内

容 と して は く答一 問一答〉の 系列の 中に位儼する 。 問 い か けを しよ うとす る相手 に

よ っ て明示 され て い る事柄 を
，

こ と さ ら問 い
， 同 じ内容を改め て 答える とい う会話

パ タ ー
ン に おい て ， こ とさら問 う側が 「幼児」で 相手が 「大人」で ある系列 は ， 観

察者 に 著 しい 違和感 を生ぜ しめ る 。

　A −Q−A 系列 を観察する とき， なぜ我々 は そ こ に 非対称性を見 い だすの か 。
こ の

問い か けは以下 の 特徴 を持 っ て い る 。   質問者 自身が その 問い の 答 え を知 っ て い る

こ と，   相手が 知 っ て い る と質問者に よ っ て 想定 される事柄 を問 うて い る こ と
，  

相手が どう答えるか を知 っ て い る こ とで ある 。 こ の 種 の問 い かけは ， 子 ども
一

大人

間 を除 くと日常会話で は ほ とん ど見 られ ない 。 質問者一応答者の 関係が 非対称で あ

る相互 行為場面 に特有の ， こ うした質問を type　G と呼ぶ
｛8〕

。

　 A −Q−A 系列 と い っ て も，それは観察者 に よ る再帰的な構成物 で ある 。 端緒 とな

る 幼児 の 発話が 〈A ＞ と定義 され るの は
， そ れ を問 うて い る よ うに見 える質問 が さ

れ ， 同
一

の 発話 が返答 と して な され ， 適切 な返答 と して 認容 され て い る とい う観察

に よ る 。 幼児 は第一
の 発話 を 「返答」 と して 発 した わけで は な い

。 特定の 聞 き手に

向けた相 互行為 と して の 発話 で さえない か もしれ な い 。 しか し ， 別々 の 話者 に よる

複数の 発話 の 集合 を会話系列 として 観察で きる会話者 は ， 問 い に先行す るそ の 発話

を ＜A ＞ と再帰 的 に 定義 し直す 。 大 人か ら子 ど もに 向けて type　G と して 問わ れ，

返答 を巻 き込 ん で A −Q −A 系列 とな る よ う巧妙に 配 され た問 い は，発話はで きる も

の の
， それ を相互 行為 とな る よ う自 らの タ

ー ン と して 織 り込む とい うこ とが 難 しい

幼児 に，そ の 機会 を与 える もの と して あ り， 子 ど もの （時 に偶発的な）発話 を手が
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か りに ， 社会的相互行為の 構成 へ と誘 うもの と して あ る の で は ない か 。

4．2． 人称一 呼称の交換 シス テ ム

　Y 幼 稚 園 の 相 互 行為場 面で 見出 さ れ た もう
一

つ の 非対称的 な パ タ
ー

ン は ， 人

称一 呼称の 交換に 見 られた 。 S 幼稚園におい て も次の よ うな該当場面がある
〔9｝

。

断片 5

01T ：み な さん ， きくぐみ さ んに ご しん きゅ う， お め で とうご ざい ます 。

02C ： お は よ…あ りが と一ご ざい ます ［と唱和 し， お辞儀する］。

03T ：先生 と ， うめ ぐみ さんで ご い っ し ょ しましたね 。 きくぐみ さんで もね ，

04　 ： また，湯川先生 が きくぐみ さんの 先生 に な りま したの で ， 1年間 ど うぞ

05　 よろ し くおねが い い た します ［お辞儀 をす る］。

06C ； ［
一

瞬 ， 問があい て コお は
…

おねが い い た します 。

　幼 稚 園で の 人称
一

呼称 の 非対 称性 の 意味 を紐 解 くた め ， 筆 者 は サ ッ ク X 　
IO）

の

MCD （Membership 　categorization 　device）を援用 しなが ら
，

メ ン バ ーの 人称
一

呼

称の あ り方 を検討 し ， 次の よ うな論点 を確認 した 。   人称 MCD は会話に おい て ，

メ ン バ ーを会話者が そ の都度カ テ ゴ リー
化 し， 明示する さい 用い られ るデ バ イス で

ある 。   人称 MCD は ， 発話者の 交替に伴 う人称交換な ど会話の 形式構造 を反映 し

たデ バ イス で あ り， 会話の 構成 を支 えるデバ イス で ある とい う点で 会話の コ
ー

ドで

ある 。   会話 中で 人 を指示す る カ テ ゴ リーは ， すべ て 人称 MCD に属する 。 人称

MCD の 集合 P に は下位集合 として ， 話者 自身 ・聞き手 ・第三者を各々 カ テ ゴ リー

化す る fP・sP ・tP が ある が ， 集合 P か ら人称代名詞 などの い くつ か の （fPで は
，

二 入称
・三 人称代名詞お よび 「名前 ＋ ちゃ ん ／先生 」 とい っ たパ タ

ー
ン等の ）アイ

テ ム が 除外 され る 。

　子 ども
一 大人間に は しか し，

こ うした ル ール に従 っ て い な い ようにみ え る会話系

列が 現 れ る 。 fPに 「〜 ち ゃ ん」 を用 い た り，
　 sP に 「ボ ク 」 を用 い た りす る の は標

準的な成員間で は不 適切 であるが ， 子 ど もが か か わ る会話場面 で は許容 され ， 大人

自 らそ の 運 用 ル ー
ル に 従 う 。 人称 交換 を含 む fP− sP の 運用 が幼児には 難 しい こ と

を見越 して ， 暫定的に 自身が （話者交替 に よる 人称 交換 を行わず ，
fP と sP の ア イ

テ ム を同一 にする）拡張ル ール に 移行す る （断片 5 − 03， 04）。 話者が 交替 して い

くに もか か わ らず fP／ sP に同
一

の ア イテ ム が用 い られ る会話系列 は，参与者 間の
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非対称性 を推 測 させ る 。 MCD はそ もそ もメ ン バ ー
の 社会関係 を反映する デ バ イ ス

だが ， 人称 MCD は その 運用 の あ り方に お い て ， 子 ど も
一

大人 関係 の 非対称性 をHJi

示す る 。

5 ． 非対称ル ール と子 ども

相互 行為 の 様式 と して 〈子 ど も〉を観察 しよ うとする試み で 見出され た契機は，

どの よ うな意味を もつ の だ ろ うか 。

5．1． 対称ル ール と非対称ル
ー

ル

　標準 的なメ ン バ ー間で 用 い られ る ル ール を 「対称ル ール 」 とす る と
， 幼 児な どが

か か わ る非対称的メ ン バ ー
問の 会話で 許容 され ，その 観察に用 い られ， その 関係が

非対称で ある こ と を表示 する 先の よ うな人称運用 の 様式は，人称 に関する 「非対称

ル ール 」 と呼べ る 。 こ の 意味で の 非対称ル ール は
， 先にあげた A −Q−A 系列の 運用

な ど
， 幼児一大人間 の 会話 で は複数の 様式が あ りうる 。

　会話 に お ける 問 い
一 応 答系列や 人称一 呼称交換の あ り方は ， 我 々 に と っ て （研究

者 と して ／ B 常会話者 と して ）分析可 能で あ り，それ に よ っ て く子 ど も〉が その 相

互行為の 様態にお い て 観察可能 となる 。 我 々 は研究者 と して 以前 に ， 日常生 活者 と

して 不 断に 「会話分析／ 相互 行為分析」 （会話あ るい は 相互 行為を観 察一 記 述一定

式化す る実践） を行 っ て お tl　， 発話や行為が ど うつ なが るか ， 各々 の 発話／行為が

どん なメ ン バ ーに よる もの か とい っ た事柄を間断な く分析 し， その
t’

分析
”

を当の

相互 行為 の なか で 表示す る 。 幼児は
， 会話や相互行為 自体が で きる よ うに な っ た後

も， 日常生 活者 として の 「会話分析／相互行為分析」 を習得す る こ とを求め られ る 。

　 また その なか で 子 ど もは ， 非対称ル ール を受動的に適用 され るばか りで な く， そ

の 相互 行為 へ の 観察
一

分析 作業 に よ り，非対称 ル
ー

ル を 厂お か しい 」 と感 じた り，

訂正 した り， 年少 の者 に ル
ー

ル を試用 しよ うと した りす る 。

5．2． 集団に お け る子 ども問の 非対称ル ール

　子 ど もと大人 の 非対称性 だけで は な く，集 団にお ける予 ど も問の 非対称性 とそれ

に対応す る非対称ル
ー

ル も観 察され る 。

断片 6
衂

OIT ： ご め ん な さ い ね 。 ア ラ ン ちゃ ん は特別ね 。 お まめ さん で し ょ 。
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02　　それ に フ ラ ンス さん だか ら
， 言葉も通 じな い の 。

…許 してあげまし ょ うね 。

　幼稚 園や保育所 ， 子 ど もの 遊 び集団などで 用 い られ る 「お まめ」「おみ そ」「みそ

っ か す」「ご まめ 」 と い っ た言葉 は ，
こ の タイプの 非対称 ル ール が適用 され る 個人

を ， 集団 を，
ル

ー
ル の あ り方そ の もの を指 し示す 。 それ らは子 ど も間の 非対称性 を

表示 し ， 集団 にお けるメ ン バ ー として の 特異 な参与 資格 を表示す る 。 そ こ で対象 と

な っ た 者は ，   メ ン バ ー として の 要件を満た さな い まま集団 に参与する こ とが許 さ

れ ，
メ ン バ ー と して扱 われ る 。 しか し，   他 の メ ン バ ー と同 じル ール が 厳密な かた

ち で は適用 され な い
a2｝

。 精確に い えば それ は，   対称ル ー
ル

ー標準 的な メ ン バ ー
の

セ ッ トと
， 別様 の ル

ー
ル
ー

そ の 適用者の セ ッ トが存在す る こ と を示す （ル
ー

ル に つ

い て の ル ール とい う性 質を持つ ）メ タ ・ル ール で ある
，

とい える 。

　「お まめ」等 の 言葉が 指 し示す非対称ル ール の 重要な点は ， 大人 が子 ど もに投げ

か けた もの と い うよ り，子 ど も集 団が その 時々 に編 み 出して きた ル ール で ある ら し

い と い うこ とで ある
衂

。 年齢 ， 身体 的 ・知的能力 ， 文化背景 などを異にする子 ども

が 集 団で 活動 しよ うとする 時 ， 伝統的な遊び で
， ゲ

ー
ム で

，
ス ポ ー

ッ で そ れは編み

出 され運用 され る
（14）

。 それは ， 集団 にお ける対称 ル ール に完全 なか た ちで は従えな

い メ ン バ ーで あ り， 当人に は気恥ずか しさをもた らすカ テ ゴ リー
で もあるが ， 被適

用者は集団か ら閉め 出され る わ けで はな い
。 む しろ，厳密に対称 ル ール の 順 守を求

め た らメ ン バ ー
に な れな い 存在 を集団に包摂す る仕組み と してそ れ は ある

US
。

5．3． 非対称ル ール とコ ミュ ニ テ ィ

　日常会話や 遊び集団は
， 共通 の 語彙を持ち

， 単…
の ル

ー
ル を同型的 に習得 した者

同士 にの み許 され る よ うな 閉 じた シ ス テ ム で は な い
。 日常世界 とい うコ ミ ュ ニ テ ィ

は ， ル
ー

ル を守れ な い 新規参入者 をその 修得が終わ る まで
“
外部

”
に待たせ た りは

しな い 。 相互 行為の
“

内部
”

で
， 相互行為は習得され る 。 そ の さい

， 会話／相互行

為 とそれ を媒介に した コ ミ ュ ニ テ ィ に と っ て本質的な構 成契機 は，対称 ル
ー

ル 以上

に非対称ル ール で あ ろ う。 集団へ の 新規参入者 はそ もそ も， 対称 ル ール よ り先に非

対称 ル
ー

ル を投 げかけられ る 。

　メ ンバ ー
に

一
定 の要件が 求め られ る集団 や コ ミュ ニ テ ィ は，その こ とに よ っ て か

え っ て 非対称的な構造 を内包する必要が ある よ うに思 える 。 新規参入者が ， 正 規メ

ン バ ーの それ と同一
の ル ー

ル に従 うよ う厳格 に 求め られ た ら ，
メ ン バ ーに なる こ と

は 克服不 可 能 な難 関 とな り， そ もそ もそ う した コ ミ ュ ニ テ ィ は存続で きない だろ う。
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子 ど もに 関す る非対称ル ール は暫定的 ・付随的 な ル ール に映るか もしれな い が ， 本

質的 なもの で あ る 。 なぜ な らそ れ は ， 共 同体 として の 祉 会の 成 立 と存続に か かわ っ

て い るか らで あ る 。

6 ． 幼児をめ ぐる相互 行為の 分析視点

　幼稚 園に お ける相互 行為場面の 分析をた ど っ た後で ，で は幼児教育お よび 幼児の

社会化の あ り方 は どう特徴 づ け られ ， その 分析視 点は どうあるべ きか 。 い くつ か 論

点をあげて お きたい 。

6．1． 相 互行為様 式 にお ける幼児教育の 特徴

　複数の 参与者が い る場面で発話 や行為が 観察され る場合 ， そ れ らが オ ー トマ テ ィ

ッ ク に 「社会的相互行為」 とな るわ けで は ない 。 観察者に と っ て ， また参与者白身

に と っ て ，社会的相互行為 と して 構成す る こ とは実践的な課題で ある 。

　幼児期 に み られ る社会化場面 に 特徴が ある とすれ ば ， 幼児の 偶発的発話 ， 多分 に

私 的 ・個 的な行為 を， 周囲 の 参与者が社会 的相互行為 となる よ う場面に お い て 織 り

込 もうとする こ とにある 。 断片 3 ，
4 にみ る よ うに ，

一
人遊 び に没頭 して い た り，

テ レ ビ を騒が し く集団で 見て い る幼児に，大 人は Type　G の 問い か けを し， 幼児の

応答 を絡 め て A −Q−A 系列 に織 り込む 。 人称
一

呼称の 運用 に つ い て も， 幼児 と大 人

が 互 い に呼応 しやす い コ ー ドを用 い て
， 会話ある い は社会的相互 行為 へ と導 く。

　 こ れ らの 系列 に 限 らず， 幼稚 園 にお い て は
， 集 団で は ある が個 々 ば らば ら に生 起

しが ち な発声 ・
行為 ・イベ ン トを 「社会的相互 行為」 と して 眺め

， 扱い
， それ と し

て 組み入 れる実践が 観察 され る 。 幼児教育の 特質の
一

つ は こ の よ うに
， 〈個 的

一
私

的
一 偶発 的な行為〉を く集合 的一 公 的一 必然的 な相互行為〉 となる よ う文援 する こ

と ， 個 を　 　その 相互 行為 形式の フ ェ
ーズ に おい て

一
藻 団の なか に織 り込 もうと

す る こ とにあ る 。

　 そ の た め に は 前提 と して ，新規参入者 （メ ン バ ー と して の 要件 を満た して い ない

候補者） を社会化場面の 外部 に待 たせ て お くの で は な く， 不完 全 な ま ま， 未熟 な ま

ま メ ン バ ー と して 受 け入 れ るル
ール が 必要 とな り，そ れ は実際運用 され て い る 。

　 以上 の 意眛で 幼児教育 とは ， 様 々 な場面 ・領域 で ，非対称ル
ー

ル を手が か りに対

称 ル
ール の 習得 を 目指す，子 ど もへ の 働 きか けで ある とい えるか もしれない 。
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6．2． デー タ収集の デザイ ン

　幼児の 社会化 を相 互行為の 構成 と関連づ けて 論 じたが ， そ うしたあり方を確認 し

よ うとすれ ば逆 に ， 集団で はな く個人 に焦点化 し， 個 の 視 点か ら， その 行為 の 観

察 ・分析 を徹 底的に行 う必要が あるだろ う。 デ
ー

タ収集の 方法 で 言 えば ， 対象 とな

る集 団 を
一

つ の 固定視点か らとらえるだ けで は な く，複数の 参与者の 各視点か ら収

集する こ とが 必要に なる 。 例 えば
， 家庭で

， 保育所 ・幼稚園で
， 各参与者に 注視 点

表示機能が付い た ヘ ッ ドカ メ ラ セ ッ トを装着 して もらい
， 集団活動や遊び の 様子 を

記録 し， そ うした複数視 点か らの デ
ー タを共時的に分析する とい っ た ア プ ロ ーチ が

考えられ る 。

　そ うしたデ ータ を観察 ・分析す るこ とは
， 研究者だ けで な く教育実践者 に と っ て

も有用 だ ろ う。 乳幼児が何に視線 を向けて い るの か ， 他者の 言葉や行動 に どの よ う

な反応 をす るの か
， 他者の 働 きかけを受け， どの よ うに 自らの発話や 行為 を重ねて

い くか一 そ うした デ ータ にふ れて 驚きや発見が まっ た くない 親 子 ど もが どん な

存在 か を考 え直 さ ない 保育者 はお そ ら くい ない だろ う。 生理学や心理学 などの 領域

で は な く， 子 どもの 社会化 にア ブ U 一チす る教育社 会学の 領域で そ うした研究は実

践 され ， 蓄積 され て い く必要が あるの で はない だろ うか 。

6，3， 幼 児の 社会化研 究 に 向 けて

　幼稚 園にお ける相互 行為の 観察一分析 にお い て筆者が漠然 と抱い てい る社会化の

イ メ
ー ジ は ， 「〈個的一 私的一 偶発的 な行為〉を 〈集合的

一
公 的

一
必然的な相互行

為〉に 構成す る こ と」「その こ とを通 じて そ の 都度 ， 社会が構 成 され て い くこ と」

とい っ た もの で ある 。 もとよ り， まっ た くの 「個」 も完全 に 「私的 な行為」 も存在

しな い とした ら ， 「あ るか た ちで取 り結ばれ て い る関係 自体が ， 相互 行為そ の もの

が ， 社会 的に構成 され直すこ と」と い うこ とにな るか もしれ な い
。

　幼児教育の 様 々 な実践 にお い て 展開され て い る こ とは ， 社会や集団に つ い て の 学

習 とい うよ り， 社会や集団 を構成する こ とその もの の 学習で ある 。 やが て 本格的に

参入 する 社会に つ い て の 予備 的学習 とい うよ り，
い ま実際そ の メ ン バ ーとして参与

して い る 集団 （社会） を，他者 と相互 的 に構成す る とい うこ とを実技 と して 学習 し

て い る 。 構成作業に 直接か か わ る こ とに よ っ て
， 将来の あ る時点で はな くその 都度 ，

幼児 は社会的存在 とな っ て い る 。 そ の 作業 に お い て ，大人 と子 ど も， また様 々 な予

ど もの 問 をつ な ぎ， 互 い に社会 を構成 す る手 が か りと して ， 対 称 ル
ー

ル と と もに

（あ る い は先行 して ）様 々 な形態の 非対称 ル
ー

ル が 現れ る 。
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　教 育社会学 で は社会化 を ， 「個人 が そ の 所属 する社会や 集団の メ ン バ ー にな っ て

い く過 程」 と し， その 条件 と して 「制度 的価値ない し文化の パ ー
ソ ナ リテ ィ へ の 内

面化」をあげる こ とが多い
。 他領域で の 知見の 導入や調査研究に基づ い た新た な社

会化 の 定義が な された後 も，そ れ は依然 と して 重 要 な定義で ある 。 本稿 で 述べ た作

業で イ メ ージ して い る社会化の とらえ方は しか し， 形式社会学 の 「個 々 人の 心理的

な諸事象が 相互 に影響 し合い
， 規制し合い なが ら ，

一 つ の統一体に まで形成 され集

団や 祉会が可能に な る過程」 とい う基 本的な考え方 に も親近感 を もつ
。

　社会化 とは おそ ら く，人 と社会 の 構成の され方にお ける両側面を同時に表 し， 集

団を構成する こ とと参与者が構成員とな る こ とを相即的 に成就 させ る過程 を指し示

す もの なの だろ う。 両者を結ぶ
“
現場

一±
と して 具体的な相互 行為場面 はある 。 社会

化 の探 求が向か うべ き
一

つ の 方 向は
， 「社会化」が 個人 に お い て 達成 され て い くの

と相即 的に ， 集団や社会が 可能に な っ て い くその 具体 的なあ りさまを ， その 現場で

詳細 に記述 して い くこ とで は ない だろ うか 。

〈注〉

（D　北澤毅 「『学校 的社会化』の 研究方法」， 鶴 田真紀 「初期授業場面に お ける学校

　的社会化
一児童の 挙手 と教師の 指名の 観点か ら］， 山田鋭生 「〈答 え方〉に関す る

　知識 へ の 学 校 的社会化 1， 2010
，

『立 教 大学大学院教 育学研 究集録』第 7 号 ，

　 PP ．15−43。

（2） Mehan，　H ，1979，
“
Leaエning 　 lessons： Social　organization 　in　 the　 classroem

”
，

　Cambridge，　MA ：Harvard 　University　Press，　pp ．57−58．本稿で は前後 関係 が見や す

　 い よう表記 形式を変 えて い る 。

（3） 結城恵， 1998， 『幼稚 園で 子 ど もは どう育つ か一 集 団教 育の エ ス ノ グ ラ フ ィ 』

　有信堂 。

（4） 前掲書 p ，1。 系列 に おける T は 「先生 」，C は 「子 ど もた ち」で ， 上 下 の 系列

　 の 同期 を示 す記号
”

［
“
を入れ る など表記 を

一・
部変え て い る 。

（5） IL村 賢明他， 1986， 『子 ど もの テ レ ビ視聴 の 様態 に 関する 調査研究』東京都生

　 活文化局 。

（6） 阿 部耕也 ， 1997， 「会話 に お ける く子 ど も〉の 観察可能性に つ い て 」『社会学評

　 論』第 188号，pp ．445−460．

（7＞ 岩淵悦太 郎
・
波多野 完治 ・内藤 寿七 郎 ・切替

一
郎 ・時実利彦， 1968， 『こ とば

　 の 誕 生』 目本放送出版協会 ， p ．113。
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（8） 大辻は
，
IRE 連鎖 な らび に type　G を含む分類 を援用 しなが ら

， ある種の 教育

　実践を type 　M （ある質問 を知 っ てい る者が そ れ を知 っ てい る の で も知 らない の

　で もない 中間的な知識状態 にある 者 に尋ね る実践） と して析出し， 子 ど もの 学び

　に ど うか かわ っ て い る か を記述 して い る 。 そ の視点 は幼稚園 に お い て も有効で あ

　る 。 詳細 は大辻秀樹，2006，「Type 　M ；『学ぶ こ とに夢中 にな る経験の 構造』 に

　関する会話分析 か らの アプロ
ー

チ」 『教育社会学研 究』 第78集 ， pp ，147− 168，

（9） 結城前掲書 p ．15。

  　Sacks，　H，1972．
“
An 　initial　investigation　of 廿ie　usability 　of　conversational 　data　for

　deing　sociology ，
”
in　Sudnow，　D ．（ed ）　Studies　in　Socia1　lnteraction，　The 　Free　Press，

　 pp ，31−74，

  　結城前掲書 p ．165。

Q2） 断片 2− 09に見る よ うに ， 保育者に よ っ て用 い られ る 「お まめ さん」等の 呼称

　の ほ とん どは， こ の 非対称 ル
ー

ル の 実際の 被適用者 に で は な く，指示 を守 らな い

　幼児に 向けた指導上 の発言 の ようだ 。

働　「お まめ 」「み そ っ かす」「ご まめ」「あわ」 と い っ た語彙が 残 っ て い る こ とは興

　 味深い 。 それが何 らかの かたちで 伝承 されて きたこ とを示すか らであ る 。 伝承 に

　大人 はか か わるの か ， 子 ど もた ちの 聞で伝承され る とした ら ， どの よ うな方法な

　 の か　　こ れ らは ， 筆者 に と っ て きわ め て 興味深 い テ
ー

マ で あ る 。

働 　大 人 との 関わ りに 関係 ない の か とい えぱ そ うで はな く， それ 以前の 相互 行為 の

　 あ り方に手が か りは あるの だろ う。 家庭 で 乳幼児を周囲の 大人 は どう扱 うの か 。

　言語の 習得な ど要件が 満た され ない 間はメ ン バ ー として扱 わ ない の か 。 そ うで は

　な く我 々 は ， 彼 らの 発声 ・表情 ・生理 的な反応 ある い は沈黙 を
， 成員 と して の 申

　 し分 の ない ター ン として会話／相互 行為に織 り込 むの で は ない か 。 家族内で の そ

　 うした 「非対称ル
ー

ル 」 を子 どもは参与者 と して観察者 として くりか えし経験す

　 るの で は ない か 。

  　逆 に ， 対称 ル
ー

ル で事が進む よ うメ ン バ ーを標準化 しよ うとす るさい 用 い られ

　 るの が ， 「発達随害」等 の カ テ ゴ リ
ー

群 で あ ろ う。 こ の 場合，非対 称ル
ー ル に付

　随 して 行わ れ る社会化の 諸
’
機能は減衰 され る こ とに なる 。
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ABSTRACT

Analytical Viewpoints for Interaction in Early Child Education:

           Toward  the Reconstructien of  Socialization

                                                         ABE,  Koya

                                                  Shiguoka University

                                        E-mail: lckabe@ipc.shi,zuokaac.jp

  This paper  attempts  to  investigate analytical  viewpoints  and  frarneworks for

interaction in early  child  education.

  Early child  educatien  is situated  between the stages  of early  socialization  in a

family and  school  education,  and  is linked wlth  both stages,  Education in

kindergartens can  be achieved  through teacher guidance  by means  of  various  kinds

of  greups, in which  we  can  observe  the model  patterns of  school  socialization.  We

confirm  
"IRE

 sequences"  in kmdergartens.

  If we  atternpt  to observe  and  analyze  children  as  
`patterns

 of  interactions,' we

should  focus on  asymmetrical  ruies  in interactions between asymmetrical

participants. These  are  observed  in various  aspects  of  child-adult  interactions, as

followsl

1) Sorne question-answer  sequences  ("A-Q-A sequences">,

2) Some-person-exchange medes.  in which,  for example,  categories  such  as  the

    first person  and  second  person  caA  be used.

  These construct  child-adul't. interactions as  an  early  socialization  process.

  In play fields or. classrooms,  asymmetries  can  be observed  between children  in a

group as  well  as  between  a chid  and  an  adult  in cases  where  asymmetrical  rules

concerning  participant-ship in seme  group is a  requisite  for continuing  some  group

or  society.  From  this point of view,  early  child  education  should  be understoed  as

successive  tasks in which  chiidreR  master  symmetrical  rules  through asymmetrical

rules  in secial  interaction.

  The  notion  of  socialization  can  be thought  of  as  processes  for both constructing  a

group and  for some  participant to becorrie a  member  of  a group. We  attempt  to

provide  viewpoints  and  frameworks  as  fields for observiRg  and  analyzing  actual

interactions in which  such  a.process  ls ongoing,  ,

Keywards: early  child  education,  socialization,  asymmetrical  rules
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